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第 11回研究大会報告
第1回研究大会は， 1992年 2月8, 9日の両日にわたり，各地からの会員の参加をもって
盛大に行われました。自由研究発表講演，シンポジウムの概要は以下のとおりです。
0自由研究発表 (8日 16 : 0,..., 1 8 : 00) 



























































る人間のことであるとしている。授業では， この三つの視点をおさえるとしている。例えば， 2 
年必修の「現代社会」の授業で， 「アジアに生きる」や「東南アジアに旅行に行こう」という授



























































































































































l . 平成 2年 6月より平成3年 3月まで 6回
「ふるさと入門講座• 江戸学コース」
2. 平成 3年 1月25日
「ふるさと入門講座・流山市史コース」
現在は授業のなかで博物館や開放講座での経験で得た知識を，実際に授業のなかに取り入れて
いく努力をしている。歴史学習に対する生徒の知識も，従来以上に「歴史は暗記物」との傾向
が強く，自分たちの生活や思想とまったくかけ離れた学習であると思い込んでいる。こういう
状況に対して，生徒が日本史を身近なものとし，興味・関心を持って学習することはできない
ものかという課題に取り組むために，流山史や広く常総地域史を授業に取り入れる実践をして
いるが，今後こうした努力を続けて行きたいと思っている。
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